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令和３年

（2021)

淡嶋神社（和歌山市）

淡嶋神社は、薬の神様とされる少彦名命（すくなひこなのみこと）を祭神とし、婦人病や安産祈願など「女性
のための神様」として有名です。今年も役目を終え神社でお祓いを受けたひな人形が、地元保育園児の合唱
が歌われる中、小舟に積まれ海へと送り出されました。

毎年桃の節句である３月３日には、子供達の健やかな成長を願う神事「ひな流し」が催されています。
（写真提供：公益社団法人 和歌山県観光連盟）
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

 
 

コロナ・ワクチンを打ちましょう  
 
 コ ロナ と の闘 い も 少し 明 るさ が 見 えて きて い ます 。そ れ は ワク チ ンの 登 場 で

す。 医 療関 係 者 への 接種 に 続き 、 ４ 月か ら 65 歳 以上 の 高齢 者へ の 接種 の 開 始

が予 定 され て い ます 。そ の 後そ の 他 の人 へと 続 きま す 。  
 そ の お世 話 役 は医 療関 係 者は 県 が 、高 齢者 は 市町 村 が 務め ます が 、県 は 市 町

村当 局 が円 滑 に 接種 を行 え るよ う に、昨 年末 か らず っ と 支援 を進 め てき ま し た。 
 こ の ワク チ ン は、 コロ ナ の発 症 を かな り抑 え られ る よ うで すし 、 そう す る と

高齢 者 の方 に 心 配さ れた 重 症化 リ ス クも 全体 と して 減 ら すこ とが 出 来る と 思 い

ます 。 多く の 人 がワ クチ ン を打 ち 終 わる 頃に は 、感 染 者 も減 って 、 一年 以 上 も

ほと ん ど休 日 な しで 、県 民 の命 を 守 って きた 保 健医 療 チ ーム や医 療 関係 者 も ひ

と息 つ ける と 思 いま すし 、 高齢 者 も 含め 、行 動 の制 約 が より 不必 要 にな っ て 、

健康 で 活動 的 で 楽し みも 多 い生 活 が 戻っ てく る こと も 予 想さ れま す 。  
 し か し、 こ う いう ワク チ ンも な に ぶん 未経 験 のも の だ から 、怖 い し、 痛 い ら

しい し 、副 反 応 もあ るか も しれ な い とテ レビ で 報道 さ れ てい るか ら 、受 け た く

ない と いう 人 も いる と思 い ます 。 テ レビ など の メデ ィ ア は、 当た り 前の 現 象 は

報じ な いで 、稀な 例 でも 副 反応 が 出 たと いう 不 都合 な こ とは 報じ る のが 常 で す。

打つ 打 たな い は 自由 だか ら 自分 は 絶 対接 種を 受 けな い と 言っ てい る 著名 人 が 出

てき た りし て 、 そう いう も のに 我 々 は影 響を 受 けや す い もの です 。  
 で も 、 よ く 考 えた ら、 ワ クチ ン を 打つ こと は 個人 の た めに も社 会 のた め に も

プラ ス です 。 稀 に起 きる 副 反応 な ど のリ スク よ りも 、 コ ロナ にか か って 苦 し ん

だり 、 死ぬ リ ス クの 方が は るか に 高 いと 思わ れ ます 。 ワ クチ ンを 打 たず に 感 染

する 人 が増 え た ら、 感染 が 収ま ら ず 、生 活や 経 済に 打 撃 を与 え続 け るこ と に な

りま す 。県 も 市 町村 も全 力 で安 全 な 接種 に努 め ます 。 私 も打 ちま す 。皆 さ ん も

ワク チ ンを 打 ち まし ょう 。  
 最 近 、国 に よ るワ クチ ン の確 保 が 大丈 夫か と いう 報 道 もあ りま す が、 全 力 で

確保 し ても ら い たい もの で す。  
 

 

 

和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

2/12 記者会見室にて 
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今月の和歌山県政トピックス                         
 

●新たに２つの地域が日本農業遺産に認定されました                 

 
 日本農業遺産は、我が国において将来に受け継がれるべき伝統的な農林水産業を営む地

域（農林水産業システム）を認定する制度です。本県では、海南市下津地域で受け継がれる

段々畑でのみかん栽培や急傾斜地でのびわ栽培、雑木林の維持による水源涵養や斜面崩落

の防止、貯蔵庫でみかんを熟成させて甘味を増す「蔵出し技術」による「下津蔵出しみかん

システム」が平成３１年２月に認定されています。 
この度、この日本農業遺産に本県の「聖地 高野山と有田川上流地域を結ぶ持続的農林業

システム」と「みかん栽培の礎を築いた有田みかんシステム」が認定されました。 
今後は、「農業遺産保全計画」に基づくシステムの保全・継承活動により、認定を活かし

た地域振興に取り組んでまいります。 
 

＜聖地 高野山と有田川上流域を結ぶ持続的農林業システム 概要＞ 
 ○地域：高野町、かつらぎ町（花園）、有田川町（清水） 

  物資調達が困難な高野山において、高野六木（ろくぼく）制度により１００を超える木

造寺院を維持するとともに、傾斜地での仏花栽培や畦畔を利用した植物の栽培により、高

野・花園・清水地域が互いに支え合い、平地の少ない有田川上流域の暮らしを発展させた

システム。 

 システム概要図 
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＜みかん栽培の礎を築いた有田みかんシステム 概要＞ 
 ○地域：有田市、湯浅町、広川町、有田川町 

  農家による優良品種の発見や産地内での苗木生産、地勢・地質に応じた栽培、紀州藩時 

代の「蜜柑方」を起源とする多様な出荷組織の共存等により、「有田みかん」ブランドを

形成し、日本で初めて、みかん栽培を生計の手段に発達させ、有田地域を日本一の生産量

を誇る温州みかんの産地に発展させたシステム。 

 

                                             

●未来を彩る花の郷づくり事業にかかる記念植樹式を開催しました                  

 
 『将来、地域の方々が育てた花の名所にたくさんの

人々が訪れる和歌山にしたい』との思いから、本県では、

地域の方々が花木の植樹等を通じて地域に愛着を持ち、

未来の観光資源となる花の名所づくりに取り組んでも

らおうと、それらの活動を支援する「未来を彩る花の郷

づくり事業」を令和２年度から開始しました。 
４月から７月まで、広く県民の皆さんに事業を募集し

た結果、今年度は県直轄の１か所を含めた６か所で植樹

事業を行うこととなりました。令和３年度以降も地域に 

システム概要図 

参加してくれた地元小学校６年生の皆さん 
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今月の和歌山県政トピックス                         
 

おける花の名所づくりにかかる活動を支援していきます。 
２月１９日には、和歌山県動物愛護センターでのサクラの植樹にあたり、記念植樹式を

開催しました。植樹式には岸本県議会議長、寺本紀美野町長をはじめとする来賓の他、地元

の紀美野町立小川小学校６年生４名と南坂校長にも御参加いただきました。 
動物愛護センターに植樹したサクラは、ジンダイアケボノという樹種で、有名なソメイ

ヨシノの後継品種とされており、現在、県内において大規模な植樹の例がありません。今後

も植樹を続けていくことで、動物愛護センター一帯が県内有数のジンダイアケボノの名所

となることが期待されます。 
また、２月２３日には、日頃から印南町稲原地域の活性化に取り組まれている「稲原さん

ぽ道の会」の皆さんが、補助事業に採択されたことを契機に、同町印南原の段々花畑に１５

０本のオンツツジを植える植樹会を開催され、地域の方々や稲原中学校の生徒の皆さんと

ともに知事も参加しました。 
どちらの会にも小学生や中学生の皆さんが植樹を手伝ってくれました。児童・生徒の皆

さんが植樹に関わることで、将来、大人になって花木の成長に自分を重ねて振り返ったり、

家族と一緒に自分たちの子供の成長を願ったりしながら、花が咲き誇る故郷に愛着を持ち、

美しい和歌山を未来へと繋いでいってくれることを願います。 

 
【令和２年度未来を彩る花の郷づくり事業（県以外）】 

団体名 実施（予定）地 植樹本数 植樹樹種 

稲原さんぽ道の会 印南町印南原（段々花畑） 150 本 オンツツジ   

尾捨山森林クラブ 那智勝浦町下和田（大泰寺） 
1,000 本 

100 本 

ヤマアジサイ 

サツキ    

森の再生を考える会 那智勝浦町湯川（ゆかし潟） 16 本 ヤマザクラ    

古座川町観光協会 古座川町池野山（道の駅虫喰岩） 18 本 クマノザクラ   

岩出市観光協会 岩出市根来（根來寺） 
14 本 

1 本 

エドヒガン    

イロハモミジ     

 
 

 

花いっぱいの故郷に 
「稲原さんぽ道の会」の皆さんと知事 
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●コロナ禍の中でもベトナムで「和歌山県産品フェア」を開催しました                 

 
近年、本県とベトナムは、平成２７年３月に

ベトナム農業・農村開発省との間で貿易促進等

を約束する「相互協力に関する覚書（ＭＯＵ）」

を締結するとともに、平成３０年１１月には、

両国首長の立ち会いのもと、日本の自治体とし

ては初めてベトナム商工省との間で貿易及び産

業連携を推進する覚書（ＭＯＵ）を締結する等、

特に経済分野において関係を深めています。 
ベトナムは、東南アジアの中でも特に経済成長が著しく、新型コロナウイルス感染症の

影響を受ける中、２０２０年の国内総生産（ＧＤＰ）成長率は＋２．９％の成長を維持して

います。また、食品の輸出においても２０２０年１月から１２月の累計において、日本から

ベトナムへの輸出額は５３７億円で第５位、前年同期比は１８．３％の増加で１位となっ

ています。 
そのような状況を踏まえ、本県ではベトナムを重点国の１つと位置づけ、今年度から、コ

ロナ禍の中ではありますが、９月にベトナム向けの食品輸出セミナーを、１１月にベトナ

ム向け国内商社との商談会を開催する等、積極的にベトナムへの輸出支援に取り組んでい

るところです。また、令和３年２月１日～７日には、ベトナムのホーチミン市内高級百貨店

であるホーチミン高島屋において「和歌山県産品フェア」を開催しました。 
当フェアでは、新型コロナウイルスの感染拡大の影響から、事業者の渡航が困難な状況

にあったため、現地で販売スタッフを手配し、県内１１事業者が取り扱う２０商品を販売

しました。 
現地の方々からは「こんなに美味しいみかんジュースを飲んだのは初めて！」等の御意

見をいただく等、百貨店を訪れる多くの皆さんに和歌山県産品を知っていただくとともに、

今後の輸出支援のための情報を集める機会となりました。 
３月には現地バイヤーとのオンライン商談会を開催し、今後も様々な取組により、経済

成長を遂げるベトナムへの輸出拡大を図ってまいります。 
【ホーチミン高島屋での「和歌山県産品フェア」出品事業者品（※順不同）】 

○株式会社 梅屋（みなべ町／梅干） ○株式会社 エフティエンジニアリング（和歌山市／梅加工品） 

 ○株式会社 紀州本庄うめよし（みなべ町／梅干・梅加工品） ○紀南農業協同組合（田辺市／梅加工品） 

 ○株式会社 クレイシア（和歌山市／みかん加工品（ジュース・ゼリー）） 

 ○株式会社 小南農園（湯浅町／みかん加工品（ジュース・ゼリー）） 

○株式会社 早和果樹園（有田市／みかん加工品（ジュース・ゼリー）） 

 ○有限会社 長生き屋商店（田辺市／梅加工品） ○マルヤマ食品 株式会社（みなべ町／梅干） 

○株式会社 松尾（和歌山市／みかん・桃加工品（ジュース）） ○湯浅醤油 有限会社（湯浅町／調味料）     

 

当フェアの現地販売スタッフの皆さん 
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●「コロナ禍から経済とくらしを守り抜く」、「新しい世界への対応と挑戦」    

を発表しました                    （令和３年度新政策）          

 
 昨年は、新型コロナウイルス感染症が世界中で猛威を振るい、本県にも大きな影響を与

えました。感染拡大の長期化により、世界中の経済は大きな打撃を受けましたが、その一方

で、日本においてはテレワークが急速に進められ、岩盤のように強固であった東京一極集

中に変化が見られる等、社会に大きな変革の契機をもたらしました。 
また、本県では、コロナ禍の中にありながらも、世界的旅行誌「ロンリープラネット」が

発表したランキングの「サスティナビリティ部門」で和歌山が世界一位に輝き、紀伊半島一

周高速道路やその４車線化、ロケット発射場の建設、ＩＣＴ企業の誘致、和歌山市内への５

大学誘致等が着々と進む等、これまで講じてきた様々な取組が実を結びつつあります。 
近年の新政策の策定においては、平成２９年４月に策定した「和歌山県長期総合計画」に

掲げる施策体系に従い、様々な施策を講じてきましたが、令和３年度の新政策の策定にあ

たっては、このような状況を踏まえ、今後も新型コロナウイルスの影響の長期化に対応し、

コロナ後に備えた新たな取組に挑戦するため、「コロナ禍から経済とくらしを守り抜く」、

「新しい世界への対応と挑戦」という２つの政策を柱として掲げました。 
 

＜『コロナ禍から経済とくらしを守り抜く』＞ 
こちらの政策では、地域経済と雇用を守るため事業者の事業継続を金融支援で支えると

ともに、社会変化に対応した事業者の取組を後押しします。コロナ禍において最も影響を

受けた飲食業、宿泊業、バス事業者等への救済支援も行います。雇用面においては、新卒者

に加え、離職者への再就職支援の強化等、厳しい雇用情勢に速やかに対応します。また、ス

マート化やｗｅｂを活用した販路拡大等、農林水産業の競争力強化に取り組むとともに、

観光需要の本格的な回復を見据えた国内外へのプロモーション展開等、本県への誘客拡大 
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に向けた取組を進めます。 
一方、コロナ禍の中において誰もが健康で安心して暮らせるよう、保健医療行政につい

ては、引き続き徹底した感染防止対策と医療提供体制の確保に取り組むとともに、ワクチ

ン接種体制の整備にも万全を期します。また、安心して出産・子育てができるよう、全国に

先駆けて実施してきた子育て世代への経済的支援に加え、不妊治療費助成制度を拡充やア

プリを活用した健康づくりや高齢者の自立支援等を進めます。さらに、国の「防災・減災・

国土強靱化のための５か年加速化対策」の予算を最大限に活用して、本県の強靱化を強力

に進め、災害から県民の命を守っていきます。 
 
＜『新しい世界への対応と挑戦』＞ 
こちらの政策では、感染拡大を契機として発生した地方分散の動きやデジタル化の進展

といった潮流の変化を本県の成長に取り込むため、和歌山の強みを活かした戦略で企業誘

致を強力に推進するとともに、本県への移住・定住促進の取組を一層強化します。また、あ

らゆる分野においてデジタル化を加速させ、和歌山をより高度な社会（デジタル和歌山）へ

と推し進めます。 
さらに、宇宙関連産業やＩＲの誘致等を本県の発展のチャンスとなる成長エンジンとし

て、将来の飛躍に繋げることができるよう取組を進めます。 
また、紀伊半島一周高速道路、南紀白浜空港等の未来の発展を創る基盤整備についても

着実に推進していきます。 
そして、和歌山県誕生１５０年を迎える本年は「紀の国わかやま文化祭２０２１」、「紀

の国わかやま総文２０２１」の開催を機に、県民一人一人が先人から受け継いだ豊かな文

化に誇りを持ち、県民総参加で文化の咲き誇る和歌山を全国に発信していきます。 
このように、令和３年度は「県民のくらしと経済を守り切る」、「新しい世界への対応と

挑戦」の２つを政策の柱として、和歌山の力強い発展を実現するための政策を積極果敢に

進めてまいります。今後、施策案を２月議会に諮り、県議会の議決を経て成立した予算を新

年度から執行してまいります。 
※令和３年度新政策の内容は県のホームページから御覧いただけます。 
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/020100/new%20policy/R3houshin/d00205347.html 
 

●「移住希望地域ランキング」の“セミナー参加者数”１位に輝きました                  

 
この度、ふるさと回帰支援センターが実施

する「２０２０年移住希望地域ランキング」

の“セミナー参加者数”で和歌山県が全国１

位を獲得しました。 
現在、新型コロナウイルスの感染拡大によ

り、密な大都市から自然豊かな地方への移住

を検討される方が増加しており、本県の移住相談窓口では昨年度に比べて相談が３割ほど 

参加者の皆さんによる地域特産品での乾杯の様子 
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増えています。このニーズに対応するため、これまでオンラインでの移住イベントや移住

相談会等を積極的に開催してきたことが、今回の結果につながったものと思われます。 
そして、２月１１日には、もっと「わかやま暮らし」への理解を深めていただきたいと考

え、新しい働き方を求める都市生活者の方々を対象とした「バーチャル移住体験ツアー」を

田辺市本宮町にある「ゲストハウスはてなし」他で開催しました。 
今回は、和歌山県、三重県、奈良県が協働で取り組む「紀伊半島移住プロモーション事

業」のお試し移住プログラムに応募をいただいた神奈川県、大阪府、愛知県等にお住まいの

２０代～５０代の方々、８名に参加いただきました。 
体験ツアーでは、ゲストハウスはてなしにオンラインでチェックインしていただき、ツ

アーの説明や宿泊施設の紹介の後、参加者の皆さんに事前にお送りした地域特産品（熊野

サイダーや地ビール）で乾杯をしていただきました。その後、先輩移住者が営む「くまのこ

食堂」や「山伏そば拝庵」でのインタビューを交えて、移住生活や地域の魅力をライブで配

信しました。参加者の皆さんからは、「その場にいるような臨場感が味わえた」等の声もい

ただいており、現地の暮らしをよりリアルに感じていただけるイベントとなりました。 
今後もオンラインの活用等により、和歌山での暮らしに関心を持つ人と地域を繋げる役

割を果たし、県外からの移住を促進してまいります。 
 

●新型コロナウイルス感染者やその家族、医療従事者等に対する誹謗中傷は「犯罪」です                 

 
現在、新型コロナウイルス感染症に感染したこ

と、またはそのおそれがあること、感染防止策を講

じていないおそれがあることを理由に、県民や事業

者、団体等に対して誹謗中傷や差別、いじめ等が発

生しています。 
本県では、新型コロナウイルス感染症を理由とし

たデマや誹謗中傷等を許さないとの想いから、昨年 
１２月２４日に「和歌山県新型コロナウイルス感染

症に係る誹謗中傷等対策に関する条例」を施行しました。デマや誹謗中傷等が発生した場

合には、本条例に基づき、行為者に対して、誹謗中傷等をやめるよう説示し、従わない場合

には勧告を行います。 
また、デマや誹謗中傷等は、懲役や罰金等の刑事罰が科される場合があるだけでなく、被

害者から損害賠償を請求される場合もあり、被害者だけでなく、誹謗中傷等を行った人自

身の人生も変えてしまうことがあります。もし身近な人が不確かな情報や根拠のない噂に

惑わされ、誹謗中傷等を行っていたら、そのときは、皆さんが止めてあげてください。 
本県では、新型コロナウイルスに関する誹謗中傷等をなくすための対策に徹底的に取り

組み、誹謗中傷等が行われない社会の実現を目指します。 

行った人の人生を損なう行為でもあります 
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●「紀の国わかやま文化祭２０２１」ＰＲ動画リレーを公開しています                  

 
 本県では、和歌山県誕生１５０年を迎える今年、県民一人一人が先人から受け継いだ豊

かな文化に誇りを持ち、県民総参加で文化の咲き誇る和歌山を全国に発信する「紀の国わ

かやま文化祭２０２１」を開催します。 
これまでも折を見て本文化祭について御紹介しているところですが、この度、さらに多

くの方々に本文化祭のことを知っていただこうと、「開催周知」、「文化の魅力紹介」、「文

化の楽しさ紹介」、「文化祭内容紹介」の４つの動画を作成し、２月１７日から３月１０日

の間にリレー公開しました。 
ＰＲ動画は、紀の国わかやま文化祭２０２１公式ウェブサイトはじめ、和歌山県Ｙｏｕ

Ｔｕｂｅ公式チャンネル「Ｗａｋａｙａｍａ Ｐｒｅｆ」、本大会の公式ＳＮＳ（フェイス

ブック・ツイッター・インスタグラム）で御覧いただけます。 
紀の国わかやま文化祭２０２１は１０月３０日からの開催です。是非、多くの方々に和歌

山の文化の魅力をお届けしたいと思います。 

【配信サイト等】 
○紀の国わかやま文化祭２０２１公式ウェブサイト 

https://kinokuni-bunkasai2021.jp/ 

○和歌山県ＹｏｕＴｕｂｅ公式チャンネル「Ｗａｋａｙａｍａ Ｐｒｅｆ」 

https://www.youtube.com/channel/UCPraGAXzxu-oNA1_U8HszlQ 

○紀の国わかやま文化祭２０２１公式ＳＮＳ 
 

                                                               

  フェイスブック ツイッター インスタグラム 

“盛り上げ隊”による「文化の魅力紹介」（2/24公開） 「文化祭」と「和歌山」の魅力紹介（2/17公開） 

“本谷紗己さん”による文化の楽しさ紹介（3/3公開） 中島由貴さんと“ちゅんちゅん”による文化祭の紹介（3/10 公開） 
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●和歌の浦・高野山・日高地域のフォトコンテスト入選作品を御紹介します                  

 
 この度、県内各地域から、多くの方々にそれぞれの場所・地域の魅力を知っていただきた

いと、各種フォトコンテストを開催し、入選作品等を選定しましたのでお知らせします。 
 
＜日本遺産“絶景の宝庫 和歌の浦”フォトコンテスト＞（和歌の浦日本遺産活用推進協議会） 
 全世界に多くの登録者を持つＳＮＳ「インスタグラム」を活用し、令和の新たな『和歌浦

十景』を探す“わかのうら十景”、和歌の浦でのイベントや街歩き、体験型観光のワンシー

ンを切り取った“撮っておきわかのうら”の２つのテーマで募集しました。今回、各テーマ

の入選作品から２つの絶景を御紹介いたします。 
【わかのうら十景（順不同）】 

                                                  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【撮っておきわかのうら（順不同）】 
 

 

 
＜「高野山麓いと楽しフォトコンテスト＞（橋本・伊都広域観光協議会） 

 今年度初めて、「橋本・伊都地域の魅力」をテーマに作品を募集したところ、世界遺産を

はじめ、桜や紅葉の風景、幅広いジャンルの作品を御応募いただき、最優秀賞１点、優秀賞

５点、入選３１点を選定しました。今回、最優秀賞の作品と、優秀賞から各１点の作品を御

紹介いたします。（写真は次頁です。） 
 
 

ｈｙａｍａ８０８０ 様 ｔａｄａｓｈｉ＿ｋａｓａi 様 

ｔａｋａ．ｉｎｆｉｎｉｔｙ 様 ｍｏｒｉｒｉｎｇｏ 様 
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＜ひだかさんぽ＞（日高広域観光振興協議会） 
日高地域の観光の魅力発信のためインスタグラムを開設中です。今年度は７月～８月に

「夏」、「リフレッシュ」をテーマとした１０作品、９月～１０月に「秋の彩り」をテーマ

とした５作品、１１月～１２月に「秋」、「フォトジェニック」をテーマとした５作品を「グ

ッと賞」に選定しました。今回、それらの中から２作品を御紹介いたします。 

 

●「和歌山県×三越伊勢丹ものづくり事業」が県産品をオンライン販売！                  

 
 今年度も株式会社三越伊勢丹のバイヤーのアドバイスにより、県内事業者が自社商品の

ブラッシュアップを行い、リニューアルされた商品の情報発信・オンラインサイトでの販

売を行う「わかやま産品魅力再発見事業」を実施しています。 
現在、下記サイトにおいて、魅力が増した県産品の販売を行っています。「紀の国」が生

んだ逸品で、おうち時間を豊かに彩っていただければと思います。 
【掲載サイト】 

◇三越伊勢丹オンラインストア：「和歌山ものづくり」スペシャルサイト 

期  間：令和３年２月１５日（月）～３月３１日（水） 

掲載内容：・食品 ５商品（５事業者）① ・Living＆Art １商品（１事業者）② 

Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.mistore.jp/shopping/feature/shops_f2/st_wakayama_lp_sp.html 

 

ＱＲコードはこちら→ 

白崎海洋公園 ｓｈｏｊｉｔａｋｉ 様 御坊市内（コスモス） ｔａｔｓｕｙａ＿．ｋ 様 

【最優秀賞】「神域の秋」新家益代 様 【優秀賞】「桜咲く」中村満 様 
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◇オンラインストア MOO:D MARK by ISETAN 
期  間：令和３年２月１６日（火）～ 

掲載内容：食品 ４商品（４事業者）③ 

Ｕ Ｒ Ｌ：https://moodmark.mistore.jp/journal0121/012108/?utm_source=pr&utm_ 

medium=wakayamarelease&utm_campaign=20210215 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＱＲコードはこちら→ 

かんじゃ山椒園： 

熊野牛食べ合わせ山椒セット 

伊勢屋：熊野牛部位食べ比べ焼き肉セット 

アーマリン近大：近大マダイ４種焼きセット 

ＨＥＲＢ＋ＣＡＦＥ：＜トゥウェルブモーメンツ＞ハーブティ 

総本家駿河屋善右衛門：羊羹 

①と②の商品を御紹介します 

③の商品を御紹介します 

きたかわ商店：あんこ３種食べ比べセット 

妙中パイル織物：三越伊勢丹限定スクエアバッグ 

木下水産物：もちもちまぐろの生ハム 

アーマリン近大：近大キャビア 

築野食品工業： 
← 和フィナンシェ６種 

アソートセット 

伊勢屋：熊野牛部位食べ比べ焼き肉セット 
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●県立紀伊風土記の丘で「記念物１００年」展を開催しています                 

 
 「記念物」とは、文化財保護法で定められた文化

財の種類の一つで、同法によると、我が国にとって

歴史上・学術上価値の高い遺跡、芸術上・鑑賞上価

値の高い名勝地、学術上価値の高い動物・植物・地

質鉱物の総称となっています。 
この記念物を保護する取組は、文化財保護法の前

身の一つである「史跡名勝天然記念物法」が大正８

年（１９１９）に施行されて始まり、令和元年で１

００年を迎えました。 
和歌山県内では、現在、２９件の史跡（特別史跡

の１件を含む）、１０件の名勝、１５件の天然記念

物、１件の名勝・天然記念物、１件の特別名勝・天

然記念物の計５６件が文化財保護法に基づき指定さ

れています。（文化遺産課ＨＰで御覧いただけます。） 
この度、県立紀伊風土記の丘では、この史跡名勝

天然記念物保存法施行１００年を記念して、全国の代表的な史跡、名勝、天然記念物やそれ

に関わる各地の活用の取組と、紀伊風土記の丘がこれまで実施してきた特別史跡「岩橋千

塚古墳群」の活用の取組を併せて紹介する「記念物１００年」展を開催しています。 
記念物の活用の取組が身近にあることを感じていただくとともに、「国民の宝、地域の

宝」として記念物を未来に受け継いでいく思いを共有していただければと思います。 
【紀伊風土記の丘「記念物１００年」展 概要】 

○期  間   令和３年３月２日（火）～令和３年４月４日（日）  

○開催場所   和歌山県立紀伊風土記の丘資料館ロビー（見学無料） 

○電  話   ０７３－４７１－６１２３ 

○ホームページ https://www.kiifudoki.wakayama-c.ed.jp/ 

○開館時間   ９：００～１６：３０（入館は１６：００まで） 

○休 館 日   毎週月曜日（月曜日が祝日又は休日の場合は次の平日） 

○入 館 料   記念物１００年展は無料 

        常設展：一般１９０円（１５０円）、大学生９０円（７０円） 

・（）内は２０名以上の団体料金 

・高校生以下、６５歳以上、障害者、県内に在学中の外国人留学生は無料 

（要証明証） 
 

 ※和歌山県内の記念物は文化遺産課のホームページで確認できます。 

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500700/mokuroku/kunikinenbutsu.html    

 

 

 

前山Ａ５８墳復元完成記念式典の様子（H31.3） 

展示の様子 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度です。これまで多くの御寄附と力強い応援メッセ

ージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世

界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全

や活用」や「がん対策の充実」などの分野

で活用させていただいております。 

また、今年度から「新型コロナウイルス

感染症対策」、「子供たちの教育環境の充

実」、「犬・猫の殺処分ゼロを目指す活動

への支援」の３つを寄附メニューに追加

しました。（次頁参照） 

御寄附につきましては、申出からクレ

ジット決済等までを同時に行うことが可

能なふるさと納税総合サイトが大変便利

です。 

１２月から「ふるさとチョイス」に加え、       

「ふるなび」、「ＡＮＡのふるさと納税」 

からも申出いただけるようになりました。 

ぜひ御利用ください。 

また、和歌山県外にお住まいで１万円以 

上の御寄附をいただいた方には、和歌山県 

優良県産品（プレミア和歌山）として県が 

認定した商品の中から、事業者の協力を得 

て選定した返礼品の中から１品をお選びい 

ただけます。 

昨年度から返礼品の拡充を行い、寄附金 

額に応じて返礼品を選んでいただけるよう 

になりました。和歌山県が誇る優良産品 

（プレミア和歌山）を是非御堪能ください。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふるさと和

歌山応援サイト」に掲載していますので、是非御覧ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

    

 

 

 

単身者の場合 夫婦、子 2人の場合 
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300 万円 28,000 円 300 万円     － 
400 万円 42,000 円 400 万円 12,000 円

500 万円 61,000 円 500 万円 28,000 円

600 万円 77,000 円 600 万円 43,000 円 
700 万円 108,000 円 700 万円 66,000 円

800 万円 129,000 円 800 万円  85,000 円

900 万円 151,000 円 900 万円 119,000 円 
1,000 万円 176,000 円 1,000 万円 144,000 円 
1,500 万円 389,000 円 1,500 万円 361,000 円 
2,000 万円 564,000 円 2,000 万円 536,000 円

自己負担額2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の 

目安は下の表のとおりです。 

【注意】下の表はあくまでも目安としてお考えください。 

全額控除される寄附金額の目安 

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円
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 新型コロナウイルス感染症の対策をすすめます。 
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令和２年度 お礼の品一覧 
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令和２年度 お礼の品一覧 

 
 

返礼品２５７品のうち、２７品を御紹介しました。 

なお、Ｈ２４１、Ｈ２５１は申込みを終了しました。 

商品の詳細や他の商品を御覧になりたい方は、ふるさと納税ポータルサイトを御覧 

ください。     

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 

＊＊＊＊ ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては ＊＊＊＊ 
★お問合せ・申込窓口★            ★お問合せ窓口★ 
〒640-8585                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 工藤、森本、宮本            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)           担当 宮本 
FAX  073-423-1192              電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 

 

 

 

↓各ポータルサイトのＱＲコードはこちら↓ 
 

ふるさとチョイス       ふるなび        ANA のふるさと納税 
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                         ふるさと歳時記  

 
 イベント情報(３月中旬～４月) 
 
※掲載の情報は、令和３年３月１日時点のものです。 

イベントの催行状況等、最新の情報は、各主催者へお問い合わせください。 
 

時期 行事名 場所 問い合わせ先 

3 月中旬 涅槃会 和歌山市・了法寺 
了法寺 

073-471-1376 

3 月中旬 紀州湯浅のシロウオ祭り 湯浅町・島之内商店街 
湯浅町シロウオまつり実行

委員会 0737-22-3133 

3 月下旬 和歌浦天満宮大祭 和歌山市・和歌浦天満宮 
和歌浦天満宮 

073-444-4769 

3 月下旬 
ホエールウォッチング 

始まる 
那智勝浦町 

南紀マリンサービス 

0735-54-0725 

 

4 月上旬 

 

桜まつり 紀三井寺・明恵峡 他各所 

紀三井寺 

073-444-1002 

有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

4 月上旬 木祭り 和歌山市・伊太祁曽神社 
伊太祁曽神社 

073-478-0006 

4 月上旬 菓子まつり 海南市・橘本神社 
橘本神社 

073-494-0083 

4 月上旬 ひな流し 田辺市・伊作田稲荷神社 
田辺観光協会 

0739-26-9929 
 
 
 

自然・風物情報(３月中旬～４月)    
 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

3 月中旬 クマノザクラ見頃 古座川町内各地 古座川町観光協会 

0735-70-1275 

3 月中旬 古道のミツマタ見頃 新宮市・ 
熊野古道「大雲取越」 

熊野本宮観光協会 

0739-43-5555 

3 月下旬 姫ひじきの収穫始まる 串本町・姫の磯 和歌山東漁協西向支所 

0735-72-0176 

4 月中旬 ハーブ園見頃 和歌山市・ 
西庄ふれあいの郷ハーブ園 

西庄ふれあいの郷ハーブ園

管理事務所 
073-456-3533 

4 月中旬 たけのこ収穫最盛期 和歌山市・山東地区 ＪＡわかやま 

073-471-3731 
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～編集後記～ 
 

３月に入り寒さが和らぐ日も多くなりました。それと比例して、目のかゆみや

鼻づまりの症状を感じるようになってきました。皆さんの中にも花粉症でお悩み

の方が少なからずおられると思います。 
既にご存じかと思いますが、北山村特産の柑橘「じゃばら」にはナリルチンと

いう成分が多く含まれており、鼻のムズムズ等に効果があるのではとテレビ・新

聞などで紹介されています。北山村では、従前は特産品のじゃばらを活用して加

工・販売などの事業を村直営で取り組んでいましたが、令和２年４月１日からは、

村が資本金（３千万円）を出資して設立した「株式会社じゃばらいず北山」に事

業を移行し、じゃばら事業のさらなる拡大に取り組んでいます。同社では、定番

のジャム・マーマレード、果汁、ジュースだけでなく、ナリルチンを多く含む果

皮の粉末などの加工品を販売していますので、御興味のある方は一度お試しにな

ってはいかがでしょうか。 
 
さる２月２８日に開催されたびわ湖毎日マラソンで、鈴木健吾選手が２時間４

分５６秒の日本新記録で優勝しました。 
和歌山県でも、長距離走の競技力向上を図るため、平成１４年から小中学生に

よる市町村対抗ジュニア駅伝競走大会を開催しており、本年２月２１日に第２０

回大会を開催することができました。今年は海南市が２年ぶり９回目の優勝を果

たし、第２位 和歌山市、第３位 田辺市という結果でした。私も走路誘導員とし

てお手伝いしましたが、順位にかかわらず各市町の代表選手は持てる力を出し切

った走りをしていたと感じました。 
この大会の出場経験者の中から、大学駅伝等で活躍する選手も出てきています

ので、今後もこの大会を継続することで、有力選手の輩出が期待されます。皆さ

んも期待してください。 
 
                  知事室秘書課長 中松 則夫 
 
►じゃばらいず北山通販サイト  https://kitayama-jabara.jp/ 
►わかやま紀州館オンラインショップ  https://shop-kishukan.raku-uru.jp/ 
►和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会サイト  http://ekiden.net/ 
 

   

 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌山
に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと考え
ています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和歌山県のホームページ   https://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐs://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/   

                    2021 年（令和３年）３月 Nｏ.１５５ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 
     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 


